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雨水貯留タンク 『アクアタワー レインストッカー２００Ｌ』 

– 施工説明書 – 

○雨水貯留タンク『アクアタワー レインストッカー２００Ｌ』をお買い上げいただきまして誠に有り難うございます。 

○この施工説明書をよくお読みになり、内容をご理解された上で施工ください。 

○ここに示した注意事項は、商品の性能・機能および強度や安全性を確保する上で重要な内容です。 

施工にあたっては必ずお守りください。 

 

★梱包内容確認 

・ 開梱時に種類と数量を確認してください。 

・ 商品に破損や異常がないか確認してください。 

注意 1・サイジング、モルタル外壁用以外の場合留め金具を取り付けるビス等は別途ホームセンター等で購入してくだ

さい。 

   ・その他、状況に応じて、縦樋用のブラケットが必要になります。 

名称 略図 数量 名称 略図 数量 

タンク本体 

 

1個 
蛇口付 

キャップ 

 

1本 

分流器 

 

1個 

チェーン 

線径3㎜ 

(150cm)  

1本 

大キャップ 

 

1個 

ホース 

内径15㎜ 

(100cm)  

1本 

ドレン 

キャップ  

1個 ホースバンド 

 

2個 

フック 

（Ｌ，Ｒ） 

 

各1個

（Ｌ，Ｒ） 
施工説明書 本紙 1部 

ビス 

（サイジング、 

モルタル外壁用） 

 ２本    
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★施工の前に確認 

注意 2分流器と縦樋は接着しないでください。メンテナンスが出来なくなります。 

《備考》下記以外の縦樋に取り付ける場合は、分流器を取り付ける部分を丸縦樋60に変更してください。 

         丸縦樋に変更する部材が各メーカーで用意されています。必ず角縦樋と同じメーカーの商品を 

         使用してください。 

        必要部品 ⇒  ・丸縦樋60を50㎜程度、・丸縦樋に変更するアダプター部材 2個 

○ここに示した注意事項は、商品の性能・機能及び強度や安全性を確保する上での重要な内容です        

開放位置 

（基準線より） 施工可能な縦樋 呼称 

上 下 

備考 

サイズ55 上340㎜ 下110mm 外径が55㎜であればサイズ55です。 
丸縦樋 

サイズ60 上340㎜ 下90㎜ 外径が60㎜であればサイズ60です 

角縦樋 サイズ60 上340㎜ 下70㎜ 

1辺が60㎜の角型の縦樋です。 

ただし、断面形状によっては、分流器下部が挿入できないも

のもありますのでご注意ください。その場合は、丸縦樋60

に変更してください。その場合は丸縦樋60の開放位置に合

わせて下さい。 

 

                 《施工完成図》                                 

ドレンキャップ
蛇口付キャップ

縦樋

チェーン

タンク本体

キャップ

ホース

分流器
 

縦樋のブラケット

フック

                                    

 

 

注意 3 

分留器の位置によりタンク内に雨水が入らな

い場合やタンク上部から雨水があふれること

があります。次ページの施工手順をよく読み施

工してください。 

タンク主要寸法 

幅500mm × 奥行き550mm × 高さ1530mm 

※蛇口部分を含む 

※満水時はタンクが膨張して上記サイズよ

り若干大きくなります。 

壁面から 50 ㎜あける。 

設置面は平坦にする。 

この場合、内容量は150ﾘｯﾄﾙです。 

200ﾘｯﾄﾙの場合は5ページ目を参照ください。 



 - 3 -          3 

★施工手順      

取付手順 ポイント 

(1)梱包箱を開け、タンク本体および付属部品を取り出します。 ・付属部品が正しく揃っているか確認してください。 

(2)タンクの設置場所を決め、タンクを仮設置します。 

  設置面を水平にして下さい。タンクが満水になると重量が約

220kgになりますので、設置面の強度不足の恐れがある場合は、

コンクリート等の基礎を施してください。 

 外壁にフックを取り付けチェーンで固定しますので。外壁下地

の位置を確認してください。 

・犬ばしりは水勾配が付いています。そのままタンクを

設置しますと傾きます。 

・タンク本体は、満水時にタンク背面が膨らむため、壁

面から5cm程度離して設置してください。 

(3)縦樋に切断用の基準線をつけます。タンク本体天面のレベルに

基準線としてマジックで縦樋に印を付けます。 

 縦樋の種類及びサイズに合わせて、分流器の上部をカットしま

す。 

・分流器を実際に当ててみて、分流器とタンク本体のホ

ース取付部の位置を確認してください。 

・縦樋の種類及びサイズにより、分流器の差込み位置が

変わります。縦樋の種類及びサイズにより、分流器の

上部をカットしますので、下図を参考にカットしてく

ださい。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)縦樋を切断してください。縦樋の切断位置は、下記を参照して

ください。切断後、縦樋の端部をきれいに仕上げてください。 

 ・丸縦樋55 ⇒ 基準線より下110mm、上340㎜を開放  

 ・丸縦樋60 ⇒ 基準線より下90㎜、上340㎜を開放 

 ・角縦樋60 ⇒ 基準線より下70㎜、上340㎜を開放 

・基準線以外に切断位置に印を付けてください。 

・印を付けた部分にテープを一周貼ると、目安になり切

断作業が行い易くなります。 

・角縦樋や変形縦樋から丸縦樋に変更する場合は切断位

置に注意してください。アダプターを取り付けた位置

が左記のサイズになるように調整してください。 

重要ポイント!! 

縦樋の切断位置を間違え、分流器のホース取り付け部がタンク天面ラインよりも上になると、タンクが満水になっ

た時に雨水がタンク上面からあふれます。また取水口上部ラインよりも下になると、雨水がタンク内に入って行き

ません。 

丸縦樋60

3
4
0
㎜

上部開放位置

角縦樋の下部開放位置

丸縦樋60の下部開放位置

丸縦樋55の下部開放位置

基準線（タンク本体の高さ）

7
0
㎜

9
0
㎜

角縦樋

丸縦樋60の場合、切断して下さい
角縦樋60の場合、切断して下さい

11
0
㎜

分流器

丸縦樋55

タンク本体

タンクのニップル
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(5)分流器の取り付けを行います。 

縦樋は、分流器の上部は内側で、下部は外側にはめ込まれます。

縦樋へは上部から挿入して、下に落とし入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分流器は掃除できるよう、縦樋と接着しないでくださ

い。 

・分流器は傾かないように施工してください。 

・分流器下方の縦樋にブラケットで縦樋を保持しますと

グラツキや傾きが安定します。 

・分流器を取り付ける位置に縦樋のブラケットがあり、

ブラケットが邪魔をして分流器が取り付けられない

場合があります。その場合ブラケットの位置を上へ移

動するなど変更する必要があります。 

 

(6)外壁にチェーン固定用のフックを取り付けます。フックにはＬ

とＲがあります。 

 フックは必ず下地のある箇所に取り付けてください。      

（フック間は約455㎜） 

 取り付けの参考図については、3～4ページの下部を参照くださ

い。 

 フック（チェーン）の位置はタンクが安定するように、下図を

参考に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・フックを外壁に取り付けるビスは、外壁の種類によっ

て異なります。必ず、外壁にあったビスおよび十分な

強度が保たれるビスをご使用ください。また、外壁の

破損や転倒防止のため、必ず下地のある箇所や十分強

度が保たれる箇所への取り付けをしてください。（付

属品はサイジング外壁やモルタル外壁用です。） 

・外壁に下穴をあける必要があります。下地の位置や取

り付け方法について、分からない点があれば工務店等

の専門業者にお任せください。（付属品のビスを使用

される場合はφ3.8㎜の下穴をあけてください。  

・外壁の種類によっては、フックをアンカーボルトなど

で外壁に取り付け固定する場合があります。その場

合、フックのビス穴をアンカーボルトなどに合うよう

に大きくする加工が必要になります。 

・フックの取り付け後はコーキング処理をすると外壁内

への雨水の浸入が防げます。 

(7)分流器とタンクをホースで連結します。 

 ホースバンドで締付けてください。 

・ホースが長い場合は、たるみがないようにホースを 

  切断して使用ください。たるみが大きいと、雨水のタ

ンクへの入りが悪くなります。 

・ホースがねじれたり、折れ曲がったりしないように注

意してください。 

・分流器が傾かないように施工してください。 

(8)タンクに大キャップ、蛇口付キャップ、ドレンキャップを取り

付けます。 

・水漏れがないようにキャップはしっかり締付けてくだ

さい。 

・パッキンが正しくセットされているか確認してくださ

い。 

(9)タンクが動かないようにチェーンでタンクを留め付けます。 
・チェーンがたるまないように調整してください。 

・タンクに50リットル程度水を張ると安定します。 

 
 
 
 
 
 

 

 
上過ぎ            良好           下過ぎ 
                 タンク天面から 
                    300 ㎜程度 
×              ○             × 
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★200リットル型として使用する場合                                 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 4 

高さが高くなるので、設置安定性に十分注意し

てください。平坦面に設置し、ぐらつきや傾き

がないようにしてください。 

台座は強度の十分あるものを使用してくださ

い。 

設置面は平坦にしてください。 

壁面から 50 ㎜あけてください。 

コンクリートブロックなど

強度の十分あるものを台座

として使用します。 
隙間はあけないでください。 

 

蛇口付キャップと

ドレンキャップを

入れ替えます 

コンクリートブロックなどの台座の上にのせて、

蛇口付キャップとドレンキャップを入れ替えれ

ば、200リットルタイプのタンクになります。 

蛇口は台座から前に出るよ

うに位置決めしてください。 

必要に応じて、縦樋ブ

ラケットを追加して下

さい。縦樋が安定しま

す。 

× 
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★施工時の注意 

  ●タンクの持ち運び時、縦樋の切断作業時は必ず手袋(軍手)を着用してください。 

  ●タンクは重量物です。無理のない姿勢で運搬及び作業を行ってください。 

  ●商品に油や洗剤、シンナー等の有機溶剤をこぼした場合、完全にふきとってください。 

 ●雨水貯留タンクの目的以外には使用しないで下さい。 

  ●高温になる場所や火気の近くでの施工はしないで下さい。変形や引火の恐れがあります。（特に夏場の屋上や 

アスファルト面などは、著しく温度が上昇する事があります。） 

 ●設置面は必ず平坦にしてください。また、タンクの重量は最大220㎏程度になりますので、設置面の強度が必要に

なります。 

●改造や加工はしないで下さい。 

  ●施工後、タンクのガタつきや傾斜、またキャップなどが閉まっているか､その他使用上危険な箇所がないか点検して

ください。 

  ●蛇口付キャップやドレンキャップの締付けが弱いと水漏れの原因になりますので、手での締付けを十分に行ってく

ださい。 

●転倒による事故を予防するために、必ず付属のフック(左右)を利用してチェーンでタンクを外壁に固定してくださ

い。外壁の破損やタンクの転倒の危険性があります。フックの取り付けは下地のある箇所や強度の十分確保ができ

る箇所への取り付けを行ってください。下地の位置や取り付け方法について、分からない場合は工務店等にお問い

合わせください。 

  ●200リットルタンクとして使用される場合、平坦かつ十分な強度を持つ台座を作成してください。 

 ●室内への施工は避けてください。水濡れ等の原因になります。 

 

 

★取扱上の注意 

  ●蛇口に足をかけてタンクによじ登らないように注意してください。タンクの転倒や蛇口部の破損の恐れがあります。 

  ●飲み水には使用しないで下さい。 

●タンクの上に物を載せないでください。物が落下し、ケガをする危険性があります。 

  ●タンクはプラスチック製ですので火気を近づけたり、高温状態にしないでください。熱による変形や着火すると重

大事故発生の可能性があります。 

 ●定期的に清掃や問題がある箇所がないかの点検を行ってください。 

 ●強い衝撃や大きな外力を与えないで下さい。変形や破損の恐れがあります。 

 ●冬期間など凍結の恐れがある場合は、水を抜いてください。水が凍結した場合、体積が膨張しタンクが破損する恐

れがあります。 

 ●長期間使用しない場合は水を抜いてください。内部の水が腐ることがあります。 

 ●空の状態ですと、タンクが風で動く場合があります。蛇口の位置まで水を入れるとタンクは安定します。 

 ●大雨等の水量が多い場合、タンク上部のキャップから水が溢れる場合がありますのでご注意ください。 

 

★使わなくなった場合や使用できなくなった場合について 

 ●分流器を雨樋から外し、カットした雨樋を修復してください。 

●タンクの水は全て抜き、各自治体のゴミ分別、処理方法に基づいて廃棄処分してください。 


